
ポーランドの日本企業

【ポーランド】

　海外で日本製品を見かけることは
頻繁にあります。自動車をはじめと
して、オーディオ製品や家電製品、ま
た、外国のホテルでテレビをつける
と日本のアニメに遭遇することもし
ばしばです。街を歩いて、目抜き通り
で日本企業の大きな広告やネオンサ
インを見つけると、「あ、日本の会
社！」と嬉しくなったりします。こと
に、外国の田舎町（失礼！）で、日本企
業が大きな工場を構えているのを見
かけると「こんなところにまで進出
しているなんて、日本企業はスゴイ
なぁ」と感心することしきりです。

2008年5月よりワルシャワ在住
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　ポーランドには、日本企業が約
230社（2008年10月、日本大使館
調査）進出しています。この中でポー
ランドに工場を持ち、製品を製造し
ている会社は約70社あります。工場
を建設するには広大な土地が必要で
すから、これら工場は、首都ワルシャ
ワや他の大都市から少し離れた郊外
に位置する経済特区に進出していま
す。ポーランド以外の国でも大体同
じ状況ではないかと思われます。
きっと、海外旅行の際に郊外をドラ
イブする機会があれば、日本企業の
大きな工場を見かけることがあるの
ではないでしょうか。何にもない畑
の真ん中に、巨大な日本の工場が
立っているのを見かけると誇らしい
と同時に、日本企業の活躍の幅広さ
に本当に感心させられます。

　ポーランドにある、日本企業の工
場をいくつか見学しましたが、どの
工場でも日本的な経営手法を取り入
れ、それがポーランド人従業員にも
受け入れられ、まさに日本とポーラ
ンドの融合が上手くいっているとい
う印象を受けました。例えば、見学さ
せていただいた工場はどこも整理整
頓（靴の脱ぎ方、道具の片付け方
等々）が行き届き、隅々まで塵ひとつ
なく清潔。そのため仕事を効率的に、
安全に行うことができているようで
す。おそらく事故も少ないでしょう。
　ところで、「整理整頓」といった日
本ではごく当たり前のことでも、外
国では当たり前に行われていないこ
とがあります。外国においてこう
いった「日本的」手法を、その国の習
慣を尊重しつつ導入することは容易
なことではないでしょう。しかし、
ポーランドで活動を行う日本企業
は、どこもこれに成功しているよう
に見えました。ある日本の大手タイ
ヤメーカーはポーランドに進出して
10年になりますが、勤続10年の従
業員を表彰したり、日本で言うとこ
ろの「社員旅行」を行うことで、日本
人従業員とポーランド人従業員の間
の相互理解を深めたり、地域貢献活
動を行うなど、本業以外のところで
も大変上手くいっています。このよ
うな市井の人々の間での相互理解、
異文化理解が真の国際交流といえる
のだと実感しています。
　今や海外に居住する日本人の数は
100万人を超えていますが、この多
くを占めているのは企業関係者では
ないでしょうか。海外において「日
本」を象徴し、また外国人が実感でき
る身近な「日本」は、実は日本企業な
のではないかと思います。国際交流
の最前線は、海外にある日本企業の
オフィスや工場かもしれません。

畑の真ん中に突如現れた日本
企業の巨大工場。工場までの
道路（手前）は、まだ建設中
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インドネシア・ジャワ島からやってきたガムラ

ン奏者「スミヤント」さん

Q:日本の印象は？
A:外国に行くことは大学時代からの夢でした。
母はとても寂しがりましたが、私は日本に行き
たいと思いました。最初は言葉ができなかった
ので大変でしたが、川崎市国際交流協会の日本
語講座で勉強しました。インドネシアにはこう
いう所はないのですが、とてもよいと思いま
す。来日して想像していた日本とは違っていた
ので驚きました。もっと高層ビルに囲まれ、車
がブンブン走る恐いところかと…(笑)。
　ところが、乗り物は安全で便利だし、治安も
良くとても住みやすく感じています。食事も最
初は物足りなく感じました。インドネシア料理
はスパイシーですから…。でも、今は和食も大
好きです。特に刺身とか、シンプルな料理がお
いしいですね。ただ、日本は寒いですね。特に冬
は乾燥に悩まされます。
Q:インドネシアと日本の子育ての違いは？
A: 長男の弦輝（げんき）が生まれて、子育ての違
いはいろいろ感じました。私自身は10人兄弟
で、首都ジャカルタから離れたのんびりしたと

ころで育
ちました。
近所の人
達ともつ
きあいが
密接です
から…子
育ても助
けてくれ
たり、教え
てくれる

わけです。でも、日本にはマニュアル的な本が
たくさんあり、妻もその通りにしなくてはと思
うようです。例えば、母乳は何時間おきに飲ま
せるとか…言い争いになったりもしました
(笑)。暖かい気候のせいか、インドネシアではオ
ムツを使う習慣がありませんのでオムツかぶ
れにもならないんです。
　先日、子どもと一緒にはじめて里帰りしまし
たが、従兄弟達もたくさんいて、息子もとても
楽しかったようです。
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ガムランとは？
　「ガムラン」とはインドネシア各地の様々な打楽
器合奏の総称で、マレー語（インドネシア語）の「ガ
ムル」（たたく）が語源となっています。
　地域によって特色があり、その中でもジャワ島
中部、ジャワ島西部（スンダ）、バリ島のものなどが
よく知られています。ジャワのガムラン演奏は、青
銅楽器、弦楽器、太鼓を用い、さらに歌、かけ声も入
ります。結婚式などのお祝いごとやお祭りの時の
ほか、影絵芝居、舞踊の伴奏音楽としても演奏され
ています。

Q:お仕事について
A:インドネシアでは、ガムラン奏者としてバリ
島でも仕事をしました。しかし、もっと勉強が
必要と感じ、大学に入りました。もともと父が
ガムラン奏者
だったので、
強くすすめら
れ高校で勉強
しましたが、
自分自身やり
たいと思った
のは、高校卒
業後、他の仕
事をしてから
です。しかし、日本ではガムランを演奏する機
会も少なく、仕事としては成り立ちにくいで
すね。今は、新宿御苑の公園協会で働いていま
す。知人の紹介でアルバイトから始めました。
菊課に所属し、日本の伝統ともいえる菊作りを
しています。インドネシアでは静物を鑑賞し
「愛でる」という文化がありません。専門用語
も難しく、経験もないことなので大変ですが、
楽しいですよ。秋には菊花壇展があるので、と
ても忙しいですが、大切に育てた菊をたくさん
の人にみてもらえ、やりがいを感じます。ぜひ、
皆さんも見に来てください。

　ありがとうございました。スミヤントさんは慣れな
い外国暮らしを前向きにとらえ、受け入れて
生活しているところがとてもステキでし
た。また、日本とインドネシア両国の伝統
文化を極める感性と努力に脱帽しました。
もちろんイヤな思いもなさったでしょう
し、大変なことも多いと思いますが、『楽し
いですよ』とおっしゃる姿勢を私たちも
見習いたいですね。

（取材・文：編集ボランティア　
相沢明子、青柳尚子）
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▲スミヤントさんと妻の亜矢子さん

かわさき国際交流ニュース 2 かわさき国際交流ニュース 3


